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＊SusC/SusD は、糖加水分解酵素遺伝子群とクラスターを形成
している場合が多く、協調的に機能していると考えられる。

Gene 機能
Sus C* 外膜タンパク質 (糖の結合)
Sus D* 外膜タンパク質 (糖の認識)
GH‐X* 糖加水分解酵素
GT‐Y* 糖転移酵素
PS‐T

莢膜多糖生合成領域
PS‐U

Gcp E
イソプレノイドリン酸合成
（多糖細胞外輸送担体C55構成分子）

細胞毒性阻害
・溶菌抑制
・毒素産生阻害

表１ CDの細胞毒性抑制を担うBTの責任遺伝子群

C.difficile （CD）

莢膜多糖生合成領域

(PS‐T, PS‐U)

 
平成２５年度研究成果概要 
研究成果概要についてわかりやすく記載してください。できるだけ，図を挿入してください。すでに当該年度に

外部に発表を行った成果については，研究業績欄の業績番号と対応させてください。 

これまでの研究から、腸内フローラにおける優勢菌種である B. thetaiotaomicron が C. difficile の毒
素産生を抑制することを見出している。B. thetaiotaomicron の培養上清を添加した培地で C. difficile
を培養すると Toxin A による HT29 細胞の変性作用および Toxin B による Vero 細胞の変性作用がと
もに抑制されることをこれまでの研究成果として明らかにしている。また、トランスポゾンを用い
た本抑制作用の責任遺伝子の探索の結果、下図に示すようにすべて糖代に関連するものであり、莢
膜多糖、糖加水分解酵素や糖鎖輸送担体構成分子である GcpE などがリストアップされている。特
に莢膜多糖 PS-4（表中では PS-T）合成遺伝子の挿入変異による抑制活性の低下が顕著であり、本
多糖が、C. difficile の細胞毒性に対する抑制効果の主たる要因ではないかと考えている。そこで、
本研究ではどのような糖が本細胞毒性抑制効果に関与しているのかを推測するため、13 種類の糖

をそれぞれ0.5%濃度になるようにC. difficile
の培養液中に添加し、細胞増殖および毒素産
生量を比較した。すると興味深いことに添加
する糖により、C. difficile の培養上清中の
HT29 細胞毒性に違いが認められた。Glucose, 
Xylose, Fructose, Mannose に細胞毒性抑制効
果を認めた。また、増殖については、Glucose, 
Xylose, Fructose, Mannose, Glucosamine, 
Fucose を添加した場合、Fucose は陰性対照
と同様に溶菌を示す OD590 の低下が認めら
れたが、その他の糖については OD590の低下
が認められず、溶菌が抑制されていると考え
られた。したがって、B. thetaiotaomicron の

産生する PS-4 や PS-6 の構成糖が
C. difficile の溶菌を抑制することに
より、本菌の細胞障害性毒素の遊離
を抑えていることが示唆された。こ
れら莢膜多糖の構造解析により、
C. difficile 関連下痢症の治療薬の開
発につながる知見が得られるもの
と考えられる。 
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今後の展望 
本事業期間内（平成２２－２５年度）に得られた研究成果を踏まえ，今後の研究発展の展望について記載してく

ださい。図を挿入してもかまいません。 

腸管内常在菌が腸管への病原細菌の定着を阻止することはよく知られており、常在菌との定着部位

および栄養素の競合がそのメカニズムと考えられている。広域抗菌薬の投与は腸管内常在菌のこの

ような病原細菌への防御機構を破綻させ病原細菌の腸管内での過増殖につながるとされている。

我々は腸管内常在菌がこのような競合的阻害に加えて病原細菌の病原因子の発現を積極的に抑制

する機構を有するという仮説のもとに、本事業において研究を進め、ヒト腸内フローラの主要な構

成菌種である B. thetaiotaomicron が C. 

difficile や EHEC O111 の毒素産生を抑制す

る活性を有することを見出した。また、ト

ランスポゾンの挿入変異ライブラリーのス

クリーニングからこの病原体抑制機構の分

子基盤には糖代謝が関連している可能性を

示す結果を得ており、本研究は、これまで

知られていなかった腸内細菌の恒常性維持

機構の解明に結びつく可能性を秘めてい

る。本研究成果は常在菌と病原細菌との相

互作用の分子基盤の解明という学術的な意

義とともに、C.difficile 下痢症の治療法の開

発にとどまらず、EHEC など、他の腸管病

原菌に対する制御法の確立への展開も予定

している。 

特記すべき事項 
本研究に関する受賞（学生対象の賞も含む）・プレスリリース・大型外部資金獲得につながった等，特記すべき

事項があれば記述してください（ささいなことでもかまいません）。本欄は必須ではありませんので，「該当なし。」

でも可ですが，できるだけ記載してください。 

本事業での研究成果をもとに「腸内恒常性維持における腸管内常在菌の糖代謝の役割」との研究課

題で日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究(C)に応募し、採択された（研究機関 H26~H28）。 
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BHIS培地で培養したB. thetaiotaomicron の培養上清はEHEC O111 Toyama

株のVero細胞に対する細胞毒性を低下させる。Mはmitomycin C処理。
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